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練馬区消防団運営委員会事務局 

（練馬区危機管理室安全・安心担当課） 

 

平成 26 年度第１回練馬区消防団運営委員会要点記録 

 

１ 日時 

平成 26 年 11 月 10 日（月）午後１時 30 分から午後 3 時まで 

 

２ 会場 

  練馬区役所本庁舎７階災害対策本部室 

 

３ 委員長および委員の出欠状況 

⑴ 出席者 

前川委員長、髙橋委員、田中委員、田代委員、石黒委員、山田委員、中村委員、

吉田委員、小林委員、伊藤委員、松野委員、守屋委員、福島委員、鳥海委員、尾崎

委員 

⑵ 欠席者 

小林委員 

 

４ 議事内容（要旨） 

⑴ 開会 

 【練馬区安全・安心担当課長（司会進行）】 

 本日は、ご多忙の中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。ただいま

から、平成 26 年度第１回練馬区消防団運営委員会を開催させていただきます。 

私は、事務局を担当いたします、練馬区安全・安心担当課長の星野でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

本日は、前回の答申結果に関する説明とともに、平成 26 年７月に東京都知事から諮

問されました、「特別区消防団を更に充実強化するための入団促進方策及び活動力強化

方策について」という事項の趣旨説明、および、運営スケジュールをお示しさせていた

だきます。 

なお、今回の諮問につきましては、２年間にわって審議を行い、平成 27 年度に答申

する予定となっております。 

⑵ 委員紹介 

 （委員の紹介・出席状況の説明などを行う。） 

 

続きまして、本委員会の委員長でございます、前川練馬区長よりごあいさつを申し上

げます。 

⑶ 委員長あいさつ 

 【委員長（あいさつ）】 

 本日は、お忙しいところお集まりいただき誠にありがとうございます。 
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ただいま、事務局から説明があったとおり、この度、都知事から新たに諮問がありま

した「特別区消防団を更に充実強化するための入団促進方策及び活動力強化方策につい

て」ということですが、大変難しい課題であると思います。 

私も、区長に就任しまして、７か月近くになりますが、この間、色々な地域を回らせ

ていただき、消防団についても、各種訓練から行事まで出席させていただきましたが、

消防団の活動の重要性は十分に実感しております。また、消防団の活動が地域の防災を

支えていることも大変心強く、また、感謝しております。 

それだけに、今回の運営委員会による審議と答申についてもしっかりやっていきたい

と思います。審議に際しまして、皆様方のお力添え、ご支援をよろしくお願いします。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

 

⑷ 議事 

 【練馬区安全・安心担当課長（司会進行）】 

ありがとうございました。それでは、審議に入らせていただきます。審議の議事につ

きましては、委員長にお願いいたします。 

 【委員長】 

 それでは、お手元の次第に従いまして進めてまいりたいと思います。 

４⑴の前回の答申を踏まえた都の対応方針につきまして、資料１がございます。これ

につきまして、前回の答申をとりまとめた光が丘消防署から説明をお願いいたします。 

 【事務局（光が丘消防署警防課長）】 

  （資料１に基づき、前回の答申を踏まえた都の対応方針について説明を行う。） 

 

 【委員長】 

 ありがとうございました。ただいま、説明がありましたとおり、昨年の委員の皆さん

にご検討いただきました内容については、答申としてまとめていただきましたが、これ

らのうち、ヘッドライトを１２月に配備するなど、現実に具体化が進められている話も

何点かあるようです。 

これにつきましてご意見がございましたら、お願いします。 

（質問・意見等なし） 

【委員長】 

 特に、ご質問がないようでしたら、引き続き、⑵の今回の諮問事項および今後のスケ

ジュールにつきまして、幹事署の石神井消防署から説明をお願いいたします。 

 

【事務局（石神井消防署警防課長）】 

（資料２から資料８に基づき、今回の諮問事項および今後のスケジュールについて、説

明を行う。） 

 

【委員長】 

ありがとうございました。ただいま、石神井消防署の方から、今回の新しい法律の概

要と、それに基づく今回の都知事の諮問の具体的な趣旨についいて説明いただき、新し
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い提案として、区内３消防団が合同で意見交換会を設け、そこでまず議論を行いますと

いうお話でした。 

審議の日程としては、今年は今回の１回として、その後、意見交換会で議論を積み重

ね、来年度に２回の委員会を通じて、議論を取りまとめる。そういう具体的な提案まで

いただきました。 

 ただいま、事務局から説明のあった内容と今後の進め方等の提案について、ご意見や

ご指摘はありますでしょうか。 

（質問・意見等なし） 

よろしいでしょうか。それでは、今ご提案があった方向で進めさせていただくという

ことでご了解よろしいでしょうか。 

 

それでは、これでまとめさせていただき、今のご提案に沿ってこれから進めていきた

いと思います。 

 これで議事は終わりますが、その他何かございますか。 

どうもありがとうございました。 

 

⑸ その他 

【練馬区安全・安心担当課長（司会進行）】 

 ありがとうございました。 

続きまして次第の５番、その他に参ります。その他、審議事項以外で、ご質問・ご意

見等がございましたらどうぞ。 

（質問・意見等なし） 

 無ければその他を終了させていただきます。 

 

⑹ 代表消防団長あいさつ 

【練馬区安全・安心担当課長（司会進行）】 

これで本日の案件はすべて終了となります。閉会に先立ちまして、消防団長を代表し

て、石神井消防団の尾崎団長に挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

【尾崎委員】 

 ４月１日に消防団長を拝命しました尾崎でございます。３消防団を代表しまして、一

言ご挨拶申し上げます。 

 本日は、前川委員長をはじめ、各委員の皆様には、公私ともにご多忙のところ消防団

運営委員会にご出席いただき、誠にありがとうございました。 

昨年、１２月に公布されました「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する

法律の中で、「消防団は地域防災力の中核として欠くことのできない代替性のない存在」

であることが明記されたことは、消防団が全国民の皆様方に熱い期待を頂戴したものと

感じ、改めて身の引き締まる思いでございます。 

今回の諮問の内容と趣旨については、先ほど、石神井署の方からご説明いただいたと

おりです。団員の確保という私どもにとって一番重要な問題につきまして、３消防団が
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合同で意見を出し合い、よりよい方策がお示しできるようにしていきたいと思います。 

また、大震災等災害発生時には、皆様のご期待に応えられるよう、引き続き訓練に精

進し、活動能力の向上に努めて参りますので、今後ともご指導のほどよろしくお願い申

し上げます。本日は、誠にありがとうございました。 

 

⑺ 事務連絡 

 【司会進行】 

 ありがとうございました。 

それでは最後に事務連絡でございます。石神井消防署からよろしくお願いいたします。 

 

 【事務局（石神井消防署）】 

 （事務連絡を行う。） 

 

⑻ 閉会 

 【司会進行】 

 本日の消防団運営委員会は、これですべて終了となります。 

委員の皆様のご協力により、円滑に議事を進めることができました。本日はご多忙の

中、誠にありがとうございました。 

次回の委員会につきましては、来年７月の開催を予定しております。委員会の日程に

つきましては、決まり次第、皆様にご案内させていただきます。 

以上で本日の消防団運営委員会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

【終了】  


